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小テーブルごとに懇談しました

　５月１６～２５日にかけて、町内４

会場で議会報告会を開催しました。

参加者は125名でした。

　テーブルごとの懇談では、子ども

の安全に関する質問やコミュニ

ティバスへの要望など、多くの意見

が出されました。
議会報告会
開催しました
議会報告会
開催しました

第８回第８回
町政に かします みなさんの生 声

定住者を増やすには

大刀洗のブランド化は
〇隣組に加入しない住民が増えてき
た。美化運動などは積極的に参加し
てほしいが。

〇近隣の空き地で草が茂り困ってい
る。町から指導はできているのか。

〇民生委員、消防団のなり手不足に困っ
ている。もう少し助成できないか。

〇香港など海外事業の費用対効果が
知りたい。
〇直売所、イベント、道の駅など失敗を
恐れずチャレンジしてほしい。
〇民間企業や大学と連携し６次産業
化（※）に取り組めないか。

※農林漁業本来の1次産業に、加工（2次産業）、販
　売（3次産業）などを取り込むこと。

〇定住促進住宅以外に安い家賃で入
れるような住宅も必要では。

〇企業誘致、雇用創出、転入者補助な
ど幅広い対策をとるべき。

〇交通網の整備や魅力ある企業がほ
しい。

地域の課題も多い

〇小学校の通学路に防犯カメラを設
置できないか。

〇通学路の県道に歩道がない。早急に
整備してほしい。

〇下校時の見守りができていない。
　防犯ブザーの配布を。

子どもたちを守るには

〇運転免許を返納した高齢者に何か
助成を。

〇買い物、通院などに不便している。
　コミュニティバスを運行してほしい。

〇コミュニティバスは高校生などにも
必要。町で取り組めないか。

公共交通の充実を

天主堂、官衙遺跡の活用を

災害対応は万全か

こ
ん
な
意
見
も

　
　
　
い
た
だ
き
ま
し
た

〇天主堂見学者は多い。地元産野菜な
ど販売できないか。

〇天主堂までの交通の便が悪い。大堰
駅からバスで案内するといいと思
う。

〇下高橋官衙遺跡が有効活用されてい
ない。子どもの遊び場などにしては。

〇防災マップの見直しが必要では。大
堰交流センターは水害時には危険。

〇高台にある下高橋官衙遺跡を使える
ように整備してほしい。

〇自然災害が各地で起こり、避難が確
実にできるのか心配だ。防災無線が
必要では。

　役
場
受
付
に
手
話
通
訳
者
が

ほ
し
い
。通
訳
者
と
繋
が
る
テ
レ

ビ
電
話
な
ど
設
置
で
き
な
い
か
。

　配
布
物
が
多
す
ぎ
る
。情
報
過

多
で
逆
に
読
ま
れ
な
い
の
で
は
。

労
力
を
ほ
か
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

　分
野
別
に
担
当
の
常
任
委
員

会
で
審
議
し
、議
会
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

分
野
別
に
整
理
し
、

常
任
委
員
会
に
付
託

委
員
会
で
対
応
を
協
議

結
果
を
報
告
、提
言

　ふ
る
さ
と
納
税
が
大
幅
に
増

え
た
理
由
、内
訳
が
知
り
た
い
。

寄
附
金
は
何
に
使
う
の
か
。

　小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
を
早

く
つ
け
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。

　議
会
報
告
会
に
若
い
人
が
参

加
す
る
工
夫
や
意
見
を
取
り
上

げ
る
仕
組
み
が
必
要
。

　待
機
児
童
解
消
の
た
め
に
は
保

育
士
の
給
与
改
善
が
必
要
で
は
。

みなさんから
いただいた　　  は…

声
６月７月9月

本郷会場では手話通訳者を配置しました
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一
般
会
計
の
総
額
を
３
０
９
９
万
円
増
額

し
て
67
億
６
０
５
９
万
円
に
。

　

お
も
な
追
加
は
、
大
刀
洗
南
団
地
（
山
隈

上
下
団
地
）
の
東
側
町
道
を
拡
幅
す
る
た
め

の
道
路
改
良
費
１
６
７
０
万
円
や
、
商
工
会

が
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
補
助

420
万
円
な
ど
で
す
。

議員
　

上
下
団
地
購
入
の
条
件
と
し
て
、

道
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
の
企
業
側
の

要
求
だ
が
、
拡
幅
し
た
ら
必
ず
買
う

と
い
う
よ
う
な
、
書
面
で
の
約
束
が

必
要
で
は
な
い
か
。

副町長
　

土
地
開
発
公
社
が
所
有
す
る
土
地

の
売
買
で
あ
り
、
公
社
の
経
営
報
告

の
な
か
で
お
答
え
し
た
い
。

　
上
下
団
地
売
却
に
と
も
な
う
道

路
拡
幅
は
、
購
入
予
定
の
一
企
業

に
配
慮
し
た
予
算
で
あ
り
、
賛
成

で
き
な
い
。

　
上
下
団
地
は
道
が
狭
い
と
い
う

理
由
で
売
れ
残
っ
て
お
り
、
今
回

の
補
正
で
解
決
し
、
売
却
す
る
こ

と
で
今
後
の
町
の
よ
り
よ
い
土
地

利
用
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

商
品
券
補
助
や
道
路
改
良
費
な
ど
追
加

補正
予算

　平田利治議員から政治倫理条例の改正案
が提出され、賛成８、反対３で可決されま
した。

　昨年12月の一部改正で、町工事に関

する遵守事項から副町長、教育長が除

外されたので再度対象に加えるもの。

　資産報告の対象者にも副町長と教育長を

戻せば問題ないと思うが、なぜ契約関係だけ

修正するのか。改正案に不備がある。

議員
発議

政治倫理条例を再改正

反対 長野正明議員

提案内容

内　容 追加額

プレミアム付き商品券補助 420万円

道路改良費 1670万円

小中学校施設の長寿命化計画
策定業務委託料

554万円

補正予算で追加された主なもの

拡幅予定の上下団地東側町道

反 対
平田利治 議員平田康雄 議員

賛 成

たちあらい 議会だより  第159号
平成30年7月発行 4

　

６
月
定
例
会
は
、
13
日

か
ら
22
日
ま
で
の
10
日
間

の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
９
議
案
、
議
員
発
議

１
件
を
審
議
し
、
す
べ
て

可
決
し
ま
し
た
。

　

賛
否
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。



葬
斎
場
の
指
定
管
理
忘
れ
で
議
論

議案
審議

　

大
刀
洗
斎
場
ふ
る
さ
と
は
、（
株
）
た
ち

あ
ら
い
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
・
運
営

し
て
い
ま
す
が
、
５
年
間
の
指
定
期
間
が
今

年
の
３
月
末
で
終
了
し
て
い
ま
す
。
本
来
は

期
間
終
了
前
に
新
た
な
議
決
が
必
要
で
す

が
、
町
が
失
念
し
て
い
た
た
め
、
４
月
１
日

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
指
定
す
る
議
案
が
６
月
議

会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

議員
　

指
定
期
間
は
４
月
１
日
に
さ
か
の

ぼ
ら
ず
、
４
～
５
月
の
空
白
期
間
は

適
正
に
処
理
す
る
べ
き
で
は
。

課長
　

指
定
は
議
決
後
だ
が
、
指
定
期
間

は
４
月
１
日
か
ら
の
施
行
で
考
え
て

い
る
。

議員
　

さ
か
の
ぼ
っ
て
指
定
す
る
こ
と
が

適
法
な
の
か
、
町
の
顧
問
弁
護
士
に

相
談
は
し
た
の
か
。

副町長
　

地
方
自
治
法
な
ど
の
解
釈
の
問
題

な
の
で
、
県
の
市
町
村
支
援
課
に
確

認
を
し
た
。
顧
問
弁
護
士
に
は
相
談

し
て
い
な
い
。

　

４
月
に
さ
か
の
ぼ
り
管
理
者
を
指

定
す
る
こ
と
は
、
法
律
不
遡
及
の
原

則
、
地
方
自
治
法
244
条
の
２
に
違
反

し
て
い
る
。

　

同
社
に
任
せ
て
良
い
か
ど
う
か
の

議
論
と
遡
及
し
て
良
い
か
ど
う
か
は

別
の
問
題
で
あ
り
、
一
緒
に
解
決
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
も
納
得
で
き
な
い
。

　

指
定
期
間
は
議
決
後
と
す
べ
き
で
、

空
白
の
生
じ
た
期
間
は
町
が
責
任
を

負
っ
て
処
理
す
る
よ
う
対
応
を
。

　

法
令
で
は
、
指
定
は
「
あ
ら
か
じ

め
議
会
の
議
決
が
必
要
」
と
あ
り
、

４
月
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
な
い
。

　

公
益
性
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
法

令
の
遡
及
適
用
と
い
う
項
目
が
あ
り
、

今
回
の
場
合
、
４
月
１
日
に
遡
及
、

適
用
で
き
る
と
考
え
る
。

　

問
題
な
く
運
営
さ
れ
て
お
り
、
町

に
も
多
大
な
寄
付
を
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
遡
及
し
て
で
も
町
が
責
任
を

と
れ
る
よ
う
な
形
を
。

平田 （利）林平山花等長野高橋

　
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、

軽
減
措
置
の
拡
充
と
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　
町
税
条
例
の
改
正
（
固
定
資

産
税
の
軽
減
、
た
ば
こ
税
な
ど
）、

学
童
保
育
指
導
員
の
要
件
の
改

正
、
那
珂
川
町
の
市
制
移
行
に

と
も
な
う
組
合
規
約
の
変
更
な

ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可

決
し
ま
し
た
。

町長の７月給与
　　     10％カット

　大刀洗斎場ふるさとの
指定管理者の指定につい
て、議会への上程が遅れ、
葬祭場の運営に関して心
配をかけたとして、町長の
７月分の給与を10％減額
し責任をとるもの。

反 対賛 成

条 

例
改 

正 

な
ど
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Q　

指
定
管
理
者
と
は
？

A　

住
民
の
福
祉
増
進
を
目
的

と
し
て
、
町
な
ど
が
所
有
す

る
施
設
の
管
理
な
ど
を
行
わ

せ
る
も
の
。
あ
ら
か
じ
め
議
会

の
議
決
を
得
て
、
指
定
期
間

を
定
め
ま
す
。
大
刀
洗
町
で

は
「
斎
場
ふ

る
さ
と
」「
大

刀
洗
診
療
所
」

を
指
定
管
理

制
度
で
運
営

し
て
い
ま
す
。

　 

議
会
マ
メ
知
識

反対討論
平山 議員

　
限
度
額
の
引
き
上
げ
で
は

抜
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な

い
。
専
決
処
分
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
。

専決

国
保
税
条
例
の
一
部
改
正

そ
の
ほ
か
に

討　論



モ ニ タ ー議会
7月4日、新しい議会モニターの皆さんと懇談し、傍聴を通しての感想や、
議員活動に関するご意見をいただきました。
今後、定例会ごとに意見交換する予定です。ご意見を全議員で共有し改善を図ります。

・議員の質問と行政の答弁
がかみあっていない場面
が多かったように思いま
す。あいまいな答弁には
もっと踏み込んで質問し
てほしい。

・住民の意見をよくつかん
で質問に臨んでほしい。傍
聴席から発言できないの
がもどかしい。

　地域の要望や、窓口で聞
けば分かるような質問が多
いのでは。町全体を見すえ
た活動を望みます。

意見　換交
新しい

議会の
ご意見番

の

みなさんと

行政をしっかり
　 チェックし論戦を

・議員どうしの議論も不十
分だったと思います。議会
の討論を聞いているだけ
では、なぜ賛成多数で可
決されるのか分かりませ
んでした。

・政策論争すべきなのに、個
人批判のような発言が多
かったように思います。建
設的な議論を期待します。

議員どうしの議論が
　　　不十分では

・一般質問以外も傍聴でき
ることを初めて知りまし
た。議会だよりは概要だけ
なので、多くの人に生の議
会を知ってほしい。

・一般質問よりも、条例など
をどのように議論してい
るかのほうが住民には重
要と思います。

たくさんの人に
　　傍聴してほしい

町全体を考えて活動を

・私が関わり始めた５年前に比べると、議会もだいぶ活
発になったとは思います。
・住民参加の企画が増えましたが、どこでも顔ぶれが同
じです。多くの人が参加できる仕組みづくりをお願いし
ます。

　平成26年、議会基本条例により制度化。18歳以上の住民（8名）に
委嘱し、傍聴やインターネット視聴を通じて議会運営についての意見
を述べていただきます。任期は2年間です。

多くの人が参加できる仕組みを議会モニターとは

佐田さん

大野さん 古賀さん 平城さん 堤さん 隠塚さん 新町さん

安立さん

新しいモニターのみなさんです。
　　　　２年間よろしくお願いします！
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４
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６
３
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議長は採決に加わりません。

（○…賛成、×…反対）私はこう判断
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社
会
福
祉
協
議
会

土
地
開
発
公
社
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いただきました
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すぎるのでは。
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お問い
合わせ
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新しいモニターのみなさんです。
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この議会だよりは再
生紙を使用していま

す。
この議会だよりは再

生紙を使用していま
す。

No.150No.150
平成28年4月2

9日

発行／大刀洗町
議会

賛否分かれるスタートに

小学生の医療費に助成

一般質問 10人が登壇

住民の声が活かされる議会に

町に学習スペースを

賛否分かれるスタートに

小学生の医療費に助成

一般質問 10人が登壇

住民の声が活かされる議会に

町に学習スペースを

28年
度

予算P２

P10

町政を
問うP12

ギカイの

ご意見
番P24

町民の
声P26

議会議会だだだだよよよよりりりり
たちあらいたちあらい

３月
定例会 入

選

この議会だよりは再生紙を使用しています。この議会だよりは再生紙を使用しています。

No.146No.146
平成27年５月２日
発行／大刀洗町議会

くらしに活かせ90億円
どう進める「地域活性化」
一般質問9人が登壇
議会モニターと懇談
議会のインターネット中継を検討
「いいね！」

くらしに活かせ90億円
どう進める「地域活性化」
一般質問9人が登壇
議会モニターと懇談
議会のインターネット中継を検討
「いいね！」

27年度
予算P２

P８

町政を
問うP10

議会
改革P19

委員会
報告P20

町民の
声P22

議会議会だだだだよよよよりりりり
たちあらいたちあらい

３月
定例会

平成
26年

議会基本条例を
制定、施行

議会モニター委嘱、懇談

平成
27年

インターネット
中継を開始平成

28年
全国町村議会
広報コンクール入選
全国町村議会
広報コンクール入選

　条例づくりには住民の皆さんにもご
参加いただきました。条例では、徹底し
た情報公開や自由討議の充実、積極的
な政策提言などがうたわれています。

　６～8名の皆さんにモニターをお願い
し、傍聴を通じて議会活動についての
ご意見をいただいています。

平成
23年

議会報告会を始める

　「合併しない町づくり」を選択後、議会でも10年にわたり
改革に取り組んできました。
　議員のなり手不足が言われるなかで、真に開かれた議会で
あるために、日々議論を重ねています。
　改革はまだ道なかばですが、皆さんの声が反映できる議会を
めざし、今後もがんばります。ご意見をお寄せください。

　基本条例にもとづく議会活動ができているか、
議会運営委員会で毎年検証しています。
　今後は第三者による評価なども
取り入れ、さらなる改善を進めた
いと考えています。
　　　今年度の検証結果はこちら→

平成
23年

　全議員で委員会を設置し、議会のあ
り方や基本条例の素案づくりなど、研
修を重ねています。

平成
20年 休日議会を始める

平成
18年

・一般質問を
　　　　一問一答方式に
・報酬、費用弁償の見直し

議会改革特別委員会を
設置、研究

　開かれた議会を目指し、一般質問を土
日休日に開催。多くの方が傍聴にお越し
くださいました。（平成29年まで実施）

　行政とより深く議論できるよう、一般質問
の方法を変更しました。
　議員報酬などの見直しをすすめ、委員会の
費用弁償は22年に廃止しました。

平成
30年 町村議会特別表彰

　議会活性化の取り組みや広報の充実
が評価され、全国町村議長会から表彰さ
れました。
（写真は全国研修会で発表する山内議長）

　議場を改修し、生中継と録画を配信
できるようになりました。　300紙近い応募のなかから第10位に入

選。29年9位、30年4位と3年連続で入賞
しています。

白浜 威人さん平田 一成さん

　議会モニターとして参加したこ
とで議員や議会の活動が分かる
ようになりました。本会議だけで
なく委員会の議論も白熱していま
した。これからも傍聴に行きます。
（平成26～29年 議会モニター）

 「議会の見える化」を進めようと
議論し、休日議会や議会報告会を
始めました。傍聴者や質問議員も
増え、議会が活性化してきました。

（平成19～23年 議長）

　町内の４会場で実施。以降毎年開催し、
30年度は8回目です。少人数で懇談し、意見
を町政に反映させるよう努力しています。

これからも

議会改革

条例の目標は達成できている？

こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
り
ま
す

当初は対面方式で

現在はテーブルごとに懇談

たちあらい 議会だより  第159号
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課長
　

こ
れ
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
未
来
会
議
の
開

催
に
よ
り
住
民
の
意
見
を
聴
取

し
た
ほ
か
、
10
年
後
の
将
来
像

や
骨
子
を
審
議
し
た
。

　

今
後
、
計
画
策
定
委
員
会
や

ち
い
き
未
来
会
議
を
開
催
し
、

11
月
に
審
議
会
答
申
、
12
月
議

会
に
上
程
の
予
定
。

議員
　

住
民
説
明
の
時
期
は

い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

課長
　

概
要
は
す
で
に
上
高

橋
区
長
に
説
明
ず
み
で

あ
る
。
住
民
に
対
す
る
説
明
は

区
長
に
お
願
い
し
て
い
る
。

校区別構想の追加
など３点ある

一般質問は、議員が町政全般について現状

や方針を問うものです。１人あたりの持ち時

間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要約し

広報委員会が校正したものです。全文は、議

会ホームページのほか、議会事務局、各校区

センターでもご覧いただけます。

平田　康雄  議員

第５次総合計画の
視点は

一 般 質 問
町政を問う！

　

第
５
次
大
刀
洗
町
総

合
計
画
の
視
点
は
。

町長
　

大
き
く
３
点
あ
り
、

１
つ
は
、
町
民
に
多
く

関
わって
い
た
だ
く
こ
と
。
２
つ
目

は
、
10
年
後
の
未
来
を
担
う
若

者
に
関
わって
い
た
だ
く
こ
と
。３

つ
目
は
、
校
区
別
構
想
の
追
加
で

あ
る
。

議員
　

今
回
の
計
画
で
特
に

重
視
し
て
い
る
の
は
。

課長
　

人
口
減
少
社
会
に
い

か
に
立
ち
向
か
う
か
、

計
画
に
町
民
の
意
見
を
多
く
取

り
込
む
こ
と
、
の
２
点
で
あ
る
。

議員
　

計
画
策
定
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
日
程
は
。

議員

議員
　

上
高
橋
区
を
縦
貫

す
る
国
道
322
号
の
管
理

を
県
か
ら
町
へ
替
え
る
た
め
の

事
前
協
議
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　

町長
　

県
か
ら
協
議
開
始
の

通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
現

在
、
進
め
方
な
ど
を
検
討
中
。

議員
　

今
後
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
考
え
か
。

課長
　

側
溝
整
備
や
歩
道
の

拡
幅
な
ど
を
協
議
の
う

え
、
県
と
協
定
書
を
交
わ
す
と

と
も
に
、
９
月
議
会
で
町
道
認
定

が
行
え
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

問.

国
道
の
管
理
替
え
の
事
前
協
議
は

協
議
の
進
め
方
な
ど
を
検
討
中

町
長
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課長
　

こ
れ
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
未
来
会
議
の
開

催
に
よ
り
住
民
の
意
見
を
聴
取

し
た
ほ
か
、
10
年
後
の
将
来
像

や
骨
子
を
審
議
し
た
。

　

今
後
、
計
画
策
定
委
員
会
や

ち
い
き
未
来
会
議
を
開
催
し
、

11
月
に
審
議
会
答
申
、
12
月
議

会
に
上
程
の
予
定
。

議員
　

住
民
説
明
の
時
期
は

い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

課長
　

概
要
は
す
で
に
上
高

橋
区
長
に
説
明
ず
み
で

あ
る
。
住
民
に
対
す
る
説
明
は

区
長
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
　
　

平
成
28
年
度
に
486
万

円
を
投
じ
て
空
家
実
態

調
査
が
行
わ
れ
た
が
、特
定
空

家
は
何
軒
あ
る
の
か
。解
体
補
助

の
考
え
は
。今
後
の
町
の
計
画

は
。課長

　

実
態
調
査
で
把
握
し

た
173
軒
の
う
ち
10
軒
を

特
定
空
家
に
認
定
し
、4
軒
に
つ

い
て
助
言
指
導
の
準
備
を
し
て
い

る
が
勧
告
ま
で
は
行
っ
て
い
な
い
。

危
険
家
屋
所
有
者
の
な
か
に
は
、

金
銭
的
な
理
由
で
解
体
で
き
な

い
事
情
も
あ
り
、近
隣
自
治
体
も

半
数
以
上
が
解
体
補
助
を
実
施

議員

校区別構想の追加
など３点ある

本年度伐採する

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

空
家
に
な
っ
て
住
ん

だ
人
の
昔
の
お
も
か

げ
を
思
い
出
し
て
も

さ
び
し
さ
残
り
、
時

代
の
流
れ
を
感
ず
る

　

世
の
中
か
？

し
て
い
る
の
で
、空
家
対
策
推
進

本
部
で
有
効
性
や
課
題
な
ど
を

精
査
し
た
い
。

議員
　

山
隈
の
古
川
橋
は
歩

道
の
所
ま
で
竹
が
お
い

茂
っ
て
お
り
、自
転
車
で
も
人
で

も
通
行
す
る
の
に
引
っ
か
か
り

非
常
に
危
険
で
あ
る
。

　

ま
た
、用
地
買
収
の
残
地
の

所
に
も
竹
が
茂
っ
て
お
り
早
急

な
伐
採
を
。

黒木　德勝  議員

町長
　

町
道
の
り
面
の
竹
が

歩
道
の
通
行
に
支
障
が

あ
る
と
指
摘
を
受
け
、今
年
度
は

竹
を
伐
採
す
る
。ま
た
、新
た
な

竹
が
生
え
て
こ
な
い
よ
う
な
処
理

を
含
め
て
検
討
す
る
。

議員
　

毎
月
１
回
は
全
町
を

巡
回
し
、安
全
に
通
行

で
き
る
よ
う
町
道
の
管
理
を
お

願
い
す
る
。

　

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

側
溝
整
備
な
ど
の

要
望
区
間
は
上
高
橋

区
の
久
保
山
石
油
か

ら
春
日
区
ま
で
で
す

よ
ね
。
間
違
い
な
い

　

で
す
ね
。

古川橋の竹（山隈）

第５次総合計画の
視点は

町道のり面に茂る竹の
対応は

　

第
５
次
大
刀
洗
町
総

合
計
画
の
視
点
は
。

町長
　

大
き
く
３
点
あ
り
、

１
つ
は
、
町
民
に
多
く

関
わって
い
た
だ
く
こ
と
。
２
つ
目

は
、
10
年
後
の
未
来
を
担
う
若

者
に
関
わって
い
た
だ
く
こ
と
。３

つ
目
は
、
校
区
別
構
想
の
追
加
で

あ
る
。

議員
　

今
回
の
計
画
で
特
に

重
視
し
て
い
る
の
は
。

課長
　

人
口
減
少
社
会
に
い

か
に
立
ち
向
か
う
か
、

計
画
に
町
民
の
意
見
を
多
く
取

り
込
む
こ
と
、
の
２
点
で
あ
る
。

議員
　

計
画
策
定
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
日
程
は
。

議員

議員
　

上
高
橋
区
を
縦
貫

す
る
国
道
322
号
の
管
理

を
県
か
ら
町
へ
替
え
る
た
め
の

事
前
協
議
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　

町長
　

県
か
ら
協
議
開
始
の

通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
現

在
、
進
め
方
な
ど
を
検
討
中
。

議員
　

今
後
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
考
え
か
。

課長
　

側
溝
整
備
や
歩
道
の

拡
幅
な
ど
を
協
議
の
う

え
、
県
と
協
定
書
を
交
わ
す
と

と
も
に
、
９
月
議
会
で
町
道
認
定

が
行
え
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

町長町長

ちいき未来会議の日程

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

とは    
町のみんなで集まって、これからの地域づくりを話し合う 
ワークショップです。 

第１回目 8/26(日)  13:30～  

第２回目 9/17(月･祝) 9:30～  

第３回目 9/29(土)  9:30～  

会場 : ドリ ムセンタ  

友達や家族との 
参加も OK! 

問.

老
朽
危
険
空あ

き

や家
の
解
体
補
助
は

空
き
家
対
策
推
進
本
部
で
検
討
す
る

課
長
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議員
　

各
校
区
セ
ン
タ
ー

の
現
状
把
握
は
。本
郷

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
を

取
り
囲
む
フ
ェ
ン
ス
の
一
部
が

破
損
し
危
険
な
状
態
。早
急
な

改
善
を
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

町
か
ら
の
助
成
を

60
万
円
程
度
に
増
額

し
て
も
ら
え
ば
住
民

は
助
か
る
け
ど
な
ー

今の人口を
減らしたくない

報告するよう指導する課長

松熊 武比古  議員

　
　
　
　

消
防
分
団
は
１
世
帯

１
５
０
０
円
の
負
担
金

と
24
万
円
の
分
団
助
成
金
で
運

営
さ
れ
て
い
る
が
、会
計
報
告

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。第
３
分
団
は
28
年
度
よ
り

各
区
長
に
報
告
書
を
提
出
し
て

い
る
が
、他
の
分
団
で
は
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。区
長
と
役
場

に
提
出
す
べ
き
と
思
う
が
。

課長
　

助
成
金
を
24
万
円
支

給
し
て
お
り
、各
分
団

と
も
通
帳
で
管
理
し
て
い
る
と
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。今
後
は
町

へ
会
計
報
告
を
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
き
た
い
。

議員
　

高
齢
者
が
増
加
し
年

金
生
活
者
が
多
く
な
っ

て
い
る
現
状
で
、１
５
０
０
円
の

議員

負
担
は
軽
く
な
い
。町
の
助
成

金
を
増
や
し
て
い
た
だ
く
と
住

民
の
支
払
い
も
若
干
安
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。

町長
　

お
聞
き
し
て
お
く
。

議員
　

現
在
消
防
団
員
は
100

名
で
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、４
月
の
水
防
訓
練
の
参
加
者

は
67
名
で
、一
般
団
員
は
少
な
か

っ
た
。

　

団
員
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
参

加
し
な
く
と
も
報
酬
は
支
払
わ

れ
る
の
か
。

課長
　

消
防
団
員
の
報
酬
は

条
例
に
基
づ
き
決
定
し

て
い
る
の
で
、団
員
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
人
に
は
訓
練
参
加
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
支
払
って
い
る
。

そ
意
味
が
あ
る
と
い
う
考
え
は

今
も
変
わ
ら
な
い
か
。町
が
考

え
る
定
住
促
進
策
は
。

課長
　

定
住
促
進
を
図
る

た
め
に
は
、せ
め
て
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ
ぐ
ら
い
の
広
い
間
取
り
が
な

い
と
難
し
い
。子
ど
も
が
小
学

生
に
な
る
と
、２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
ぐ
ら
い

で
は
難
し
い
と
の
理
由
も
あ
り
、

今
年
完
成
し
た
ス
カ
イ
ラ
ー
ク

上
高
橋
は
全
部
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
し

て
い
る
。

議員
　

町
の
人
口
増
政
策
と

し
て
３
棟
目
を
建
設
す

る
の
で
あ
れ
ば
、す
で
に
定
住

促
進
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
住

民
に
意
見
を
聞
き
、完
成
度
を

よ
り
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

課長
　

セ
ン
タ
ー
長
会
議
を

毎
月
開
き
、緊
急
性
を

要
す
る
も
の
か
ら
順
に
改
修
を

行
っ
て
い
る
。破
損
し
た
フ
ェ
ン
ス

は
早
急
に
協
議
を
進
め
、安
全

確
保
に
努
め
た
い
。

消防分団運営費は
会計報告すべきでは

　　 大刀洗町の適正人口は

河川敷での水防訓練（4月22日）

　
　
　
　

定
住
促
進
策
に
つ
い

て
、町
の
人
口
を
い
か

に
増
や
す
か
と
い
う
議
論
が
あ

ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、そ

こ
が
最
優
先
に
議
論
さ
れ
る
べ

き
で
は
。町
の
適
正
人
口
は
何

人
だ
と
思
う
か
。

町長
　

２
０
４
０
年
に
な
る

と
人
口
が
約
１
割
減
る

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。適
正
人
口

が
ど
れ
だ
け
と
い
う
よ
り
も
、今

の
人
口
を
な
る
べ
く
減
ら
さ
な
い

よ
う
に
考
え
て
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
。若
い
人
を
減
ら
し
た

く
な
い
。

議員
　

民
間
住
宅
に
よ
る

定
住
促
進
策
で
は
な

く
、町
が
行
う
定
住
促
進
に
こ

議員

問.

消
防
団
へ
の
報
酬
の
支
払
い
は

団
員
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
支
払
う

課
長

問.

校
区
セ
ン
タ
ー
老
朽
化
の
現
状
把
握
は

各
セ
ン
タ
ー
と
十
分
に
情
報
共
有

課
長



たちあらい 議会だより  第159号
平成30年7月発行13

議員
　

各
校
区
セ
ン
タ
ー

の
現
状
把
握
は
。本
郷

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
を

取
り
囲
む
フ
ェ
ン
ス
の
一
部
が

破
損
し
危
険
な
状
態
。早
急
な

改
善
を
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

議
員
の

つ
ぶ
や

き

町長

高橋　直也  議員

そ
意
味
が
あ
る
と
い
う
考
え
は

今
も
変
わ
ら
な
い
か
。町
が
考

え
る
定
住
促
進
策
は
。

課長
　

定
住
促
進
を
図
る

た
め
に
は
、せ
め
て
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ
ぐ
ら
い
の
広
い
間
取
り
が
な

い
と
難
し
い
。子
ど
も
が
小
学

生
に
な
る
と
、２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
ぐ
ら
い

で
は
難
し
い
と
の
理
由
も
あ
り
、

今
年
完
成
し
た
ス
カ
イ
ラ
ー
ク

上
高
橋
は
全
部
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
し

て
い
る
。

議員
　

町
の
人
口
増
政
策
と

し
て
３
棟
目
を
建
設
す

る
の
で
あ
れ
ば
、す
で
に
定
住

促
進
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
住

民
に
意
見
を
聞
き
、完
成
度
を

よ
り
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　　 大刀洗町の適正人口は

破損したフェンス（本郷）

　

多
く
の
町
民
が

利
用
す
る
校
区
セ
ン

タ
ー
。安
全
安
心
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
！

　
　
　
　

自
治
体
で
も
企
業
会

計
と
同
様
に
資
産
や
負

債
の
過
去
の
積
み
上
げ
が
分
か

る
貸
借
対
照
表
が
作
成
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。こ
の
中
で
徴
収

不
能
引
当
金
が
28
年
度
は
572
万

円
あ
る
が
、滞
納
者
の
情
報
は

各
課
で
共
有
し
て
い
る
か
。

課長
　

守
秘
義
務
が
あ
る
た

め
、法
に
基
づ
く
請
求
以

外
は
滞
納
者
情
報
の
共
有
は
し
て

い
な
い
。

議員
　

債
権
の
種
類
ご
と
に

延
滞
金
や
権
利
放
棄
の

ル
ー
ル
が
異
な
る
点
を
効
率
化

す
る
た
め
、規
定
を
整
理
し
債

権
適
正
管
理
条
例
を
制
定
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。本
町

で
も
導
入
す
れ
ば
効
率
化
に
加

議員

　

職
員
だ
か
ら
な
ん

で
も
無
料
奉
仕
と
い

う
の
は
酷
じ
ゃ
な
い

か
な
。
報
酬
で
責
任

も
発
生
し
、
お
互
い

　

に
健
全
だ
と
思
う

　
　

け
ど
。

え
、滞
納
者
へ
の
支
援
も
し
や
す

く
な
る
の
で
は
。

課長
　

現
在
は
地
方
税
法
、

町
条
例
に
基
づ
き
管
理

し
て
い
る
。今
後
、関
係
各
課
で

方
向
性
を
決
め
る
協
議
を
し
た

い
。

議員
　

神
戸
市
や
生
駒
市
で

は
規
定
を
定
め
、地
域

活
動
な
ど
に
限
定
し
職
員
の
副

業
を
認
め
て
い
る
。本
町
で
も

許
可
し
て
は
ど
う
か
。

町長
　

地
域
活
動
は
無
報
酬

で
も
参
加
で
き
、人
事

評
価
の
対
象
と
し
て
い
る
た
め
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

議員
　

国
家
公
務
員
で
も
認

め
る
報
道
が
あ
り
、他

自
治
体
よ
り
先
に
導
入
す
れ
ば

本
町
を
魅
力
的
な
就
職
先
と
広

報
す
る
効
果
も
あ
る
の
で
は
。

林　威範  議員

副町長
　

国
家
公
務
員
の
状
況

も
ま
だ
分
か
ら
な
い
た

め
、今
後
の
制
度
改
正
な
ど
を
ふ

ま
え
適
切
に
判
断
し
た
い
。

貸借対照表は町のホームページで公開されている

債権管理は効率的か

　
　
　
　

定
住
促
進
策
に
つ
い

て
、町
の
人
口
を
い
か

に
増
や
す
か
と
い
う
議
論
が
あ

ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、そ

こ
が
最
優
先
に
議
論
さ
れ
る
べ

き
で
は
。町
の
適
正
人
口
は
何

人
だ
と
思
う
か
。

町長
　

２
０
４
０
年
に
な
る

と
人
口
が
約
１
割
減
る

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。適
正
人
口

が
ど
れ
だ
け
と
い
う
よ
り
も
、今

の
人
口
を
な
る
べ
く
減
ら
さ
な
い

よ
う
に
考
え
て
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
。若
い
人
を
減
ら
し
た

く
な
い
。

議員
　

民
間
住
宅
に
よ
る

定
住
促
進
策
で
は
な

く
、町
が
行
う
定
住
促
進
に
こ

議員

地方税法、町条例で
管理している

課長

問.

職
員
の
副
業
を
限
定
的
に
認
め
て
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

町
長
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る
、食
べ
残
し
を
減
ら
す
、物
を

長
く
大
事
に
使
う
な
ど
各
家
庭

な
ど
で
話
し
合
い
、実
践
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
。今
後
と
も

分
か
り
や
す
い
ご
み
出
し
カ
レ
ン

ダ
ー・回
覧
文
書
作
成
に
努
め
る
。

区
長
や
住
民
の
皆
様
か
ら
の
意

見・要
望
な
ど
も
ふ
ま
え
て
、よ
り

効
果
の
あ
る
周
知
方
法
を
検
討

し
て
い
く
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

梅
雨
の
豪
雨
か
ら

台
風
シ
ー
ズ
ン
と
、

天
気
予
報
か
ら
目
が

は
な
せ
ま
せ
ん
。

職員が２班体制で
巡回している

町長

長野　正明  議員

　
　
　
　

住
民
へ
の
情
報
伝
達

と
町
内
見
回
り
体
制
は
。

町長
　

区
長
や
民
生
委
員
へ

の
電
話
連
絡
や
広
報

車
、消
防
団
に
よ
る
町
内
巡
回
、

携
帯
電
話
へ
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、県

の
防
災
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
配
信

を
行
な
っ
て
い
る
。見
回
り
は
職

員
２
名
１
組
に
よ
る
２
班
体
制
で

水
害
危
険
箇
所
20
ケ
所
を
巡
回

し
て
い
る
。

　
　
　
　

住
民
へ
の
避
難
情
報

な
ど
の
判
断
基
準
は
。

町長
　

河
川
の
水
位
、ダ
ム
の

放
流
状
況
、放
流
予
定
、

今
後
の
降
雨
予
測
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
て
い
る
。

議員議員

　
　
　
　

避
難
指
示
が
出
さ
れ

た
行
政
区
と
の
聞
き
取

り
の
結
果
は
。

町長
　

区
長
か
ら
、町
の
見
回

り
体
制
や
避
難
発
令
の

時
期
、避
難
所
で
の
対
応
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
が
あ
り
、地
元
要

望
を
尊
重
し
町
と
し
て
で
き
る
こ

と
か
ら
見
直
し
、実
施
し
て
い

く
。課長

　

大
堰
地
区
は
水
害
の

危
険
性
が
高
く
、今
後

の
巡
回
に
つ
い
て
は
河
川
の
状
況

を
理
解
し
て
い
る
建
設
課
職
員

を
同
乗
さ
せ
、西
原
、床
島
地
区

に
は
特
に
注
意
を
し
て
巡
回
に
当

た
り
た
い
。

議員

　
　
　
　

防
火
水
槽
の
点
検
や

維
持
管
理
の
主
体
は
。

防
火
水
利
の
標
識
や
駐
停
車
禁

止
マ
ー
ク
の
現
状
把
握
は
。

課長
　

防
火
水
槽
の
ふ
た
の

開
閉
、水
位
状
況
や
標

識
な
ど
は
消
防
署
や
地
元
消
防

団
が
点
検
。維
持
管
理
は
行
政

議員

区
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　

今
年
度
に
駐
停
車
禁
止
の
標

示
を
点
検
し
、来
年
度
以
降
に
対

応
す
る
。

豪雨災害時の
見回り体制は

雑
ざ つ

紙
が み

分別袋の配布や
資源袋を半額に

あ
り
、戸
数
増
や
仕
事
量
を
考

慮
し
て
見
直
し
も
必
要
で
は
。

町長
　

区
長
の
役
割
は
大
変

重
要
と
認
識
し
て
い
る

が
、報
酬
の
総
額
を
増
額
す
る
方

向
で
の
見
直
し
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

　　 再資源化に対する
　　 町の取り組みは

　
　
　
　

ご
み
減
量
に
向
け
、

再
資
源
化
に
対
す
る
町

の
取
り
組
み
と
成
果
は
。

課長
　

雑
紙
分
別
袋
の
配
布

や
資
源
袋
の
価
格
を
半

額
に
し
た
こ
と
で
、増
加
傾
向
に

あ
っ
た
可
燃
ご
み
の
量
が
こ
こ
数

年
、ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
お

り
、一定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え

る
。今
後
は
、事
業
所
ご
み
の
紙

類
分
別
の
強
化
や
紙
お
む
つ
類
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
資
源
化
を

検
討
す
る
。

　
　
　
　

ご
み
減
量
へ
の
住
民

周
知
な
ど
取
り
組
み
の

現
状
と
今
後
の
考
え
方
は
。

課長
　

余
分
な
も
の
は
買
わ

な
い
、過
剰
包
装
は
断

議員議員

議員
　

区
に
入
ら
な
い
住
民

が
増
え
て
い
る
と
聞
く

が
現
状
は
ど
う
か
。ま
た
、ま
ち

づ
く
り
へ
の
影
響
は
。

課長
　

４
月
末
現
在
の
加
入

率
は
、低
い
と
こ
ろ
で
79
．

2
％
、町
全
体
で
は
90
．66
％
。ま

ち
づ
く
り
は
行
政
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
た
め
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

希
薄
化
が
進
め
ば
、地
域
活
動
の

担
い
手
が
不
足
し
、さ
ま
ざ
ま
な

面
で
支
障
を
来
た
す
と
考
え
ら

れ
る
。

　
　
　
　

区
長
報
酬
の
枠
組
み

は
、10
年
前
の
ま
ま
で

議員

消えかかっている斜線

問.

防
火
水
槽
の
維
持
管
理
は

行
政
区
に
お
願
い
し
て
い
る

課
長

問.

区
長
報
酬
の
見
直
し
が
必
要
で
は

増
額
す
る
方
向
で
の
見
直
し
は
難
し
い

町
長

☆
そ
の
ほ
か
に
臨
時
財
政
対
策
債

　

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
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る
、食
べ
残
し
を
減
ら
す
、物
を

長
く
大
事
に
使
う
な
ど
各
家
庭

な
ど
で
話
し
合
い
、実
践
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
。今
後
と
も

分
か
り
や
す
い
ご
み
出
し
カ
レ
ン

ダ
ー・回
覧
文
書
作
成
に
努
め
る
。

区
長
や
住
民
の
皆
様
か
ら
の
意

見・要
望
な
ど
も
ふ
ま
え
て
、よ
り

効
果
の
あ
る
周
知
方
法
を
検
討

し
て
い
く
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

課長

安丸眞一郎  議員

あ
り
、戸
数
増
や
仕
事
量
を
考

慮
し
て
見
直
し
も
必
要
で
は
。

町長
　

区
長
の
役
割
は
大
変

重
要
と
認
識
し
て
い
る

が
、報
酬
の
総
額
を
増
額
す
る
方

向
で
の
見
直
し
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

　　 再資源化に対する
　　 町の取り組みは

混入ゴミを区の役員が再分別

　

年
度
ご
と
の
計
画

を
立
て
て
や
ら
な
い

と
、27
％
程
度
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
を
平
成
41

年
度
に
33
．6
％
に
で

　

き
ま
せ
ん
よ
ね
。

　
　
　
　

ご
み
減
量
に
向
け
、

再
資
源
化
に
対
す
る
町

の
取
り
組
み
と
成
果
は
。

課長
　

雑
紙
分
別
袋
の
配
布

や
資
源
袋
の
価
格
を
半

額
に
し
た
こ
と
で
、増
加
傾
向
に

あ
っ
た
可
燃
ご
み
の
量
が
こ
こ
数

年
、ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
お

り
、一定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え

る
。今
後
は
、事
業
所
ご
み
の
紙

類
分
別
の
強
化
や
紙
お
む
つ
類
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
資
源
化
を

検
討
す
る
。

　
　
　
　

ご
み
減
量
へ
の
住
民

周
知
な
ど
取
り
組
み
の

現
状
と
今
後
の
考
え
方
は
。

課長
　

余
分
な
も
の
は
買
わ

な
い
、過
剰
包
装
は
断

議員議員

議員
　

区
に
入
ら
な
い
住
民

が
増
え
て
い
る
と
聞
く

が
現
状
は
ど
う
か
。ま
た
、ま
ち

づ
く
り
へ
の
影
響
は
。

課長
　

４
月
末
現
在
の
加
入

率
は
、低
い
と
こ
ろ
で
79
．

2
％
、町
全
体
で
は
90
．66
％
。ま

ち
づ
く
り
は
行
政
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
た
め
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

希
薄
化
が
進
め
ば
、地
域
活
動
の

担
い
手
が
不
足
し
、さ
ま
ざ
ま
な

面
で
支
障
を
来
た
す
と
考
え
ら

れ
る
。

　
　
　
　

区
長
報
酬
の
枠
組
み

は
、10
年
前
の
ま
ま
で

議員

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　
　
　
　

町
は
３
棟
目
の
定
住

促
進
住
宅
を
冨
多
に
建

て
た
い
と
し
て
い
る
が
、採
算

見
通
し
は
ど
う
か
。将
来
の
財

政
負
担
に
つ
い
て
、答
弁
に
一
貫

性
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

議員

　

ど
の
問
題
も
、
議

会
報
告
会
で
多
く
の

方
か
ら
指
摘
や
要
望

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
や
子
ど
も
の

た
め
の
政
策
が
求
め

　

ら
れ
て
い
ま
す
。

町長
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は
、設

計
、建
設
、維
持
管
理
を

一括
し
て
お
こ
な
う
も
の
で
、30
年

間
の
入
居
率
が
９
割
を
超
え
れ

ば
町
の
負
担
は
な
い
計
算
。31
年

目
以
降
の
家
賃
収
入
も
見
込
め

る
。議員

　

町
内
で
は
民
間
賃
貸

住
宅
も
多
く
建
設
さ
れ

て
い
る
が
、民
業
や
周
辺
住
民
へ

の
説
明
は
。

町長
　

民
間
の
多
く
は
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
で
あ
り
、定
住
促
進

住
宅
は
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
を
基
本
と
し
て

い
る
た
め
、お
も
に
子
育
て
世
代

の
転
入
促
進
を
図
って
い
る
。

　

近
隣
住
民
へ
は
管
理
会
社
が

説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
。

議員
　

小
中
学
校
の
エ
ア
コ

ン
に
つ
い
て
は
、Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
３
０
０
０
名
を
超
え
る

署
名
と
請
願
が
提
出
さ
れ
、議

会
で
も
全
会
一
致
で
早
期
設
置

を
求
め
て
い
る
。今
後
の
具
体

的
な
予
定
は
。

教育長
　

来
年
度
に
中
学
校

を
、32
年
度
に
大
堰
と

本
郷
、33
年
度
に
菊
池
と
大
刀
洗

の
各
小
学
校
へ
の
設
置
を
計
画
し

て
い
る
。補
助
事
業
や
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
整
備
す
る
予
定
。

平山 賢治  議員

町内に次々と建設されているが・・・。

定住促進住宅の見通しは

31年目以降も
収入を見込む

町長

問.

学
校
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は

来
年
度
よ
り
順
次
計
画

教
育
長

☆
こ
の
ほ
か
に
、町
内
体
育
施
設

の
利
用
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
質
問

し
た
。
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　豪雨の翌朝、緊急に委員会を招集
し、町内の被害状況を調査しました。

　大堰校区では田畑が広範囲にわたり水
に浸かっており、農作物の被害が心配され
ます。
　筑後川、陣屋川の水位は前日よりは下
がっていましたが、下高橋区ではまだ交通
規制が行われていました。
　前日は300名近い方が避難所で一夜を
明かし、住宅被害は本郷を中心に床下浸水

13軒、農業被害も大きくなるものと予想さ
れます。議会としても復興支援や災害対応
について当局と協議したいと思います。

　嬉野市議会は、旧町時代に全国コンクール
で２位を受賞しています。編集体制などすぐ
れた伝統は残しつつも、レイアウトは常に改
善を心がけ、親しみやすい紙面が実現されて
いました。カメラ担当者の配置や、住民アン
ケート実施など、住民目線での編集が貫かれ
ています。
　また、議長を除く15名の議員を広報委員
会（７名）と議会活性化委員会（８名）に振り
分け、２年の任期後に総入れ替えするなど、
全議員が広報や議会改革に携わる委員会制
度となっています。

　小値賀町議会だよりは、28年度の全国コ
ンクールで第７位を受賞しています。議員み

ずからが編集ソフトを活用し、印刷までのほ
とんどの作業を自前でおこなっています。
　また、早期発行を方針とし、閉会後２週間
での発行が実現されています。
　子ども議会など、特集を巻頭に配置し、親
しみやすい紙面づくりが行われていました。

　「これからの町村議会を考える」を
テーマに東京国際フォーラムで開催

されました。「住民に向き合った議会運営
と広報紙づくりを実践」と題して、大刀洗町
議会の活動を山内議長が発表しました。

　今回の全国表彰をはげみに、さらなる改
革を進め、真に住民に向き合った議会運営
を目指さなければと思います。

講　演
◆山梨学院大学：江藤俊昭教授　「議員報酬のあり方・中間報告」
・議員報酬が低く定数が少数ほど無投票になりやすい
・なり手不足を解消するためには、議会・議員の魅力をアップすべき

特別表彰議会の報告（大刀洗町ほか２議会）
◆長崎県小値賀町議会「小さな町議会の小さな挑戦」
◆徳島県那賀町議会
「議会活性化への取り組み～住民から期待される議会を目指して」

◆ごみ減量・再資源化に向けて
　甘木・朝倉・三井環境施設組合が運営す
る廃棄物再生処理センター「サン・ポート」
と、大木町から事業受託し使用済み紙おむ
つの建築資材への再資源化を行う大牟田
市の企業を視察します。また、水俣病の教
訓から、ごみ減量・リサイクルをはじめ、環

境問題に市民を挙げて取り組む水俣市で
視察研修を行います。

◆保育園・学校環境
　今年度も町内保育園や学童保育所の運
営状況について調査し、関係者との意見
交換会の実施や、担当課への所管事務調
査を行います。

・広報委員の任期、選出方法の検討
・早期発行のため編集体制の見直し
・編集マニュアルの充実

ココを
生かす

議会広報委員会 町内の被災状況を調査建設経済委員会

ごみ問題・教育環境調査を計画

全国町村議会議長・副議長研修会で

総務文教厚生委員会

佐賀県嬉野市議会

発 表
5
28

5
21

長崎県小値賀町議会5
22

大刀洗町交通安全協会から役員さん13名、町
議会からは12名全員が参加しました。

　交通安全協会の年間活動や加入率、財源、人選など
の説明を受けたあと、要望や今後の活動について意見
交換しました。
　「各種団体との横のつながりがほしい。老人会や消
防団との連携組織を作り、防災や安全対策の強化を」
「校区ごとに協議できる組織を」などのご意見をいた
だきました。また、町内の危険箇所対策についても協
議しました。
　ご意見を生か
せるよう、全議
員で課題を共有
し改善を図りた
いと思います。

の皆さんと懇談
交通安全協会

7
2

受け入れています
　議会改革や広報活動について、
全国の議会からの視察を受け入れ、
活発に意見交換しています。

視察を視察

・長崎県雲仙市

・長崎県平戸市

・福島県広野町

・宮城県黒川地方議長会（6町村）

・埼玉県戸田市

・京都府町村議長会（11町村）

お ぢ か

な か

嬉
野
市
議
会
に
て

避難指示も出た床島区

大刀洗町議会の事例を発表

５～７
月

7
7
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次回定例会の予定

９月５日（水）～９月21日（金）

    9月12日（水）13日（木）一般
質問

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

・

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

ページ

更新中です

http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/gikai/

大刀洗町議会 検 索

　町内でも住宅や農地への浸水被
害が多数発生しています。
　町議会では被害状況の把握や、
避難対応の充実などの課題を協議
中です。

豪雨災害
お見舞い申し上げます

江戸橋下流の溢水状況（７月６日）
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